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インドを巡る二つのイメージ

「⽯炭発電容量は2040年までに
1.5倍〜2倍へ」

⽇本経済新聞 2019年4⽉6⽇

国家エネルギー計画2018（NITI Aayog）

かつての⽯炭⼤国、インド
グリーンへ加速

「今後10年間は、建設中のものを除き、
新規⽯炭⽕⼒の増設は必要ない」

国家電⼒計画2017（中央電⼒庁）

ニューヨークタイムズ 2017年6⽉2⽇
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インドのエネルギー事情の背景（１）

出所：World Bank Data をもとに作成

いまだ、⼯業化・都市化の初期段階
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インドのエネルギー事情の背景（２）

⼈⼝は2027年には世界最多へ。その後も伸び続ける。
→⾷料や雇⽤などを確保し、安定成⻑を継続するこ

とが優先課題
今後もエネルギー、電⼒の需要拡⼤が⾒込まれる

今後の経済急成⻑にもかかわらず、2040年
時点での⼀⼈当たりエネルギー消費やGDP
は中国の半分以下

出所：EIA International Energy Outlook 2018をもとに作成

⼀⼈当たりのエネルギー消費量・GDP
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どのように供給するのか？

豊富な⽯炭資源 ⽯炭中⼼の電源構成

消費量、産出量ともに
中国に次ぎ世界第⼆位

出所: BP Statistical Review 2018をもとに作成
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国別削減目標達成でも石炭火力発電所増加の見通し

国際エネルギー機関（IEA)の
新政策シナリオ

330〜441GWに拡⼤を想定
（国家エネルギー計画2017）

現在の1.5倍〜2倍へ

出所：IEA 2018をもとに作成

＞⾮化⽯燃料電源
の割合：52％

NDCで掲げ
る40％⽬標

2030年

2030年国別削減⽬標
（NDC）にも沿ったもの

⇒「脱石炭へは道遠し」というイメージへ
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しかし、石炭火力の規模拡大に急ブレーキ

風力・太陽光発電は拡大傾向（過去2年は石炭火力を上回る）

インドにおける⾵⼒発電および
太陽光発電の新設（各年）インドにおける⽯炭⽕⼒新設（各年）

出所: IRENA Renewable capacity statistics 2019をもとに作成出所: Global Coal Plant Tracker 2019をもとに作成

単位：MW単位：MW
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インド：世界で再生可能エネルギーが最も安い国へ
⼤規模太陽光発電の均等化発電原価（LCOE）の国際⽐較：2010−2018

出所：IRENA2019



インド：世界で再生可能エネルギーが最も安い国へ

陸上⾵⼒発電の均等化発電原価（LCOE）の国際⽐較：2010−2018

出所：IRENA 2019
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政府の再生可能エネルギー目標

275 GW

175 GW

太陽光 100GW
⾵⼒ 60GW

バイオマス 10GW
⼩規模⽔⼒ 5GW

実績

出所: IRENA Renewable capacity statistics 2019をもとに作成

⽬標
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石炭火力のコスト上昇要因

深刻化する⼤気汚染
• ⼤気汚染（PM2.5）のトップ30の

うち22都市がインド（残りは中国5、
パキスタン2、バングラデシュ1）

• ニューデリー：世界で最も⼤気汚
染のひどい⾸都に

【⼤気汚染（PM2.5）の都市ランキング: 2018年】

原因は発電所、交通、野焼き
等、複合的
→まず、発電所での対策

出典: IQ Air  

⽯炭の輸送コスト上昇
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安価な再エネ電力の普及により石炭火力の稼働率低下

⼤規模太陽光
オークション価格

⽯炭⽕⼒

⺠間所有

全体の平均

中央政府所有

州政府所有

⽯炭⽕⼒の稼働率⽯炭⽕⼒との価格競争⼒
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経済性の悪化により、石炭火力発電所計画の頓挫
2010年以降のキャンセルは500GW近くに
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「今後10年間は、建設中のものを除き、
新規石炭火力の増設は必要ない」との見通し
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課題と展望（１）：今後の電力需要をどう見通すか？

拡⼤要素
• 家電等の市場拡⼤
• EV導⼊政策
• 農村電化

多くの不確定要素
抑制要素
• 省エネ・プログラムの進展

• ⼤⼝消費者向け：Peformance, Action and Trade (PAT)
• ⼩⼝消費者向け：ウジャラ・プログラム(6.5GWのピーク電⼒回避)

• 送電ロスの低下
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課題と展望（２）：変動性再エネの系統への統合コストは？

• ⼀般的に変動性再エネ（太陽光、⾵⼒等）の
普及率が15％を超えると、その発電コストは
30〜50％上昇

• インドでは2025年頃か？

⇒蓄電池を含めた柔軟性オプションの導⼊・
普及のスピード、コスト、規模がカギに

出所：Spencer et al. 2018をもとに作成

単位：ルピー/kWh

• 依然、⽯炭⽕⼒より安価と予測される
さらに、
• デマンドレスポンスや系統システム間の融通

等の「柔軟性オプション」により上記追加コ
ストは低減可能

統合コスト
を加味
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課題と展望（３）：政治的な課題

⽯炭関連の雇⽤・地⽅経済問題
• 労働集約型産業→労働市場の移⾏が課題
• ⽯炭依存の地⽅経済：炭鉱ロイヤリティが州収⼊の3割以上の州

（インド東部のチャッティースガル州、ジャールカンド州、オディシャ州等）

⇒公正な移⾏（Just Transition）がカギに


